
②経緯
H10  地域高規格道路の計画路線の指定を受ける

H19  整備区間に指定（下郷町小沼崎～塩生間約9ｋｍ）

H19  国道改築事業（地域高規格道路）として事業着手（事業主体：福島県）

ａ）防災・災害時の救助活動等
【緊急物資の円滑な輸送の確保】

１．概要

２．必要性の評価
図４  国道121号の落石状況

ｂ）住民生活
【救急医療施設への速達性向上】
・南会津地域に救命救急を担う第３次  
救急医療施設がなく、６０分で到達で  
きない地域が広く存在（図３）

（南会津地域人口の約８割（２.５万人）  
が圏域外）

【救助・救援活動の支援】
・東日本大震災、新潟福島豪雨に  
おいて、緊急物資等の陸上輸送  
の活動拠点となった広域陸上輸  
送拠点※や自衛隊駐屯地（郡山  
市）との連携強化が必要（図２）

①新たに事業化する箇所

福島県南会津郡下郷町大字高陦～同県同郡同町大字塩生地内

ｃ）地域経済・地域社会等
【周辺市町村の連携強化】
・現道区間は線形不良箇所等が連続  
（R＜150ｍ：16箇所、Ｉ＞5％：100m、Ｉ  
max=6.6％）するなど、生活圏内（会津  
若松市～南会津町間）の連携に支障  
を来す恐れ(図５）

【地域産業（観光）の活性化支援】
・県内有数の観光地（観光入込客数約116万人/年）である大内宿の主要なアク  
セスルートとなっているが、観光シーズンに著しい渋滞が発生。観光交流を阻  
害するとともに、生活交通に支障（図６・図７）

③地域の要望等
H23年6月  会津縦貫南道路整備促進期成同盟会より国土交通大臣宛てに「整備区間に

ついて国直轄権限代行事業による事業採択｣の要望
H23年7月  福島県知事より国道121号の直轄指定区間編入による会津縦貫道路の早期

整備の要望

みなみあいづ  しもごう  たかしま  しおのう

一般国道121号
（湯野上バイパス）

整備区間  約9km

図３  ３次医療施設６０分カバー圏（H22）

図６  観光シーズンの渋滞

図７  大内宿の渋滞状況（Ｈ２１．５）

大内宿

渋滞長7.5km

渋滞長12.4km

湯野上バイパス

図１  新たに事業化する区間

図２  通行規制区間と各種拠点
※広域陸上輸送拠点：福島県地域防災計画に位置  
づけられている緊急物資等の陸上輸送の拠点

60分圏外人口８割
（２.５万人）

南会津地域

一般国道１２１号（会津縦貫南道路）  湯野上バイパス（防災機能の評価）
ゆ の か み

・南会津地域～会津若松市の緊  
急輸送道路にも関わらず、落石  
崩壊による特殊通行規制区間、  
線形不良箇所等が多く、緊急物  
資の輸送に支障（図２・図５）

観光入込客数：約116万人/年(H21)

資料：H22道路交通センサス

資料２－２

図５  線形不良箇所

湯野上バイパス  L＝8.3ｋｍ
小沼崎バイパス

L＝1.5ｋｍ



b) 住民生活
【救急医療施設への速達性向上】
・南会津地域から３次医療施設（会津若  
松市）までの搬送時間を短縮するととも  
に、60分圏が拡大（図８）

【救助・救援活動の支援】
・南会津地域の広域陸上輸送拠点と広域的な物資等の輸送路となる高速道路  
の所要時間が短縮

３．有効性の評価

②当該事業による効果
a）防災・災害等の救助活動等
【緊急輸送物資の円滑な輸送の確保】
・通行規制区間や隘路区間を回避し、南会津地域からの緊急輸送路を確保。
・災害時における安全性・信頼性が向上。

弱点度
（整備前）

弱点度
（整備後）

改善度

当該リンクが遮断  
され不通

（∞）
０．７

当該リンクの整備  
により不通が解消

（∞）

①ネットワーク上のリンクとしての防災面の効果

【評価：◎】

【評価：◎】

区間
概略延長  

（km）
構造規格

概算事業費  
（億円）

Ｂ／Ｃ

湯野上バイパス 8.3 1種3級 240 1.4

４．事業化する区間の延長、構造規格等

A）  主要都市・拠点間の防災機能の向上
●南会津町～会津若松市の評価

【評価：◎】

（目標）
現 況 → 整備後

（Ｂ）  
D → Ｂ

B）  ネットワーク全体の防災機能の向上

・当該リンク周辺の市町村から、最寄りの高速道路ＩＣ及び隣接市町村までの到  
達時間を計測。

・当該リンクの整備による到達時間の短縮度合いからネットワーク全体の防災  
機能向上を評価。

【評価：◎】

c) 地域経済・地域社会等
【周辺市町村の連携強化】
・現道区間の線形不良区間が解消し、時間短縮が図られ、生活圏内（南会津町～会  
津若松市）の円滑な連携が強化（図９）

【評価：◎】

南会津町～会津若松IC  ７０分  →  ３８分（３２分短縮）
（うち当該事業：７０分  →  ６８分（２分短縮））

【関東方面からのアクセス】
白河IC～大内宿

６４分  →  ６２分（２分短縮）

※隣接事業中・調査中区間が整備済と仮定

※隣接事業中・調査中区間が整備済と仮定

整備前  ２５％
↓

整備後  ５５％

60分カバー人口率

南会津町～会津中央病院
６９分  →  ４２分（２７分短縮）

（うち当該事業：６９分  →  ６７分（２分短縮）

南会津地域における３次医療施設60分  
カバー人口率

２５％  →  ５５％（約９,８００人増加）
（うち当該事業：２５％  →  ３８％

（約４,４００人増加））

図８  第３次医療施設の60分圏域の変化

【地域産業（観光）の活性化支援】
・関東方面からのアクセス時間が短縮  
されるとともに、走行性・安全性が向  
上

・来訪者の負担・不安が軽減され、観  
光客増加による地域活性化に期待  
（図９）

南会津町～会津若松市  ５７分  →  ４２分（１５分短縮）
（うち当該事業：５７分  →  ５５分（２分短縮））

図９  所要時間の変化

整備前  ６４分
↓

整備後  ６２分

白河IC～大内宿

整備前  ５７分
↓

整備後  ５５分

南会津～会津若松

現  況：主経路に通行規制箇所  があり、迂回
路がないため、評価レベルはＤとなる。

整備後：当該事業のルートが通行規制箇所を
避けて計画しており、災害危険性は
ないが、迂回路がないため評価レベル
はＢとなる。

南会津地域

一般国道１２１号（会津縦貫南道路）  湯野上バイパス（防災機能の評価）
ゆ の か み

通行規制区間（0.5km)、防災点検要対策箇所(4箇所)  →  回避
急勾配（I>5％)100m、急カーブ（R<150m）16箇所  →  回避



りょうぜん  ふくしま

一般国道１２１号（会津縦貫南道路）  湯野上バイパス（防災機能の評価）
ゆ の か み

会津若松市役所

会津美里町役場

下郷町役場

南会津町役場

柳津町役場



・起

 

終

 

点：福島県南会津郡下郷町大字高陦～同県同郡同町大字塩生地内

・延

 

長

 

等：８.３ｋｍ（２車線、設計速度８０km/h）

・全体事業費：約２４０億円

・計画交通量：約９，４００台／日

一般国道121号
（湯野上バイパス）

１．事業概要

２．道路交通上の課題

①災害に脆弱な道路構造、ネットワーク

・南会津地域～会津若松市の緊急輸送道

 
路にも関わらず、落石崩壊による特殊通

 
行規制区間、線形不良箇所等が多く、緊

 
急物資の輸送に支障（図２）

・南会津地域に救命救急を担う第3次救急

 
医療施設がなく、60分で到達できない地

 
域が広く存在（南会津地域人口の約８割

 
（２.５万人）が圏域外）

・県内有数の観光地（観光入込客数約116

 
万人/年）である大内宿の主要なアクセス

 
ルートとなっているが、観光シーズンに著

 
しい渋滞が発生。観光交流を阻害すると

 
ともに、生活交通に支障

３．整備効果

効果１

 

会津若松地域における緊急輸送道路の確保

・通行規制区間や隘路区間を回避し、南会津地域からの緊急輸送路を確保。災害時

 
における安全性・信頼性が向上

通行規制区間（0.5ｋｍ）、防災点検要対策箇所（4箇所）

 

→

 

回避

急勾配（I>5％）100ｍ、急カーブ（R<150ｍ）16箇所

 

→

 

回避

※：総費用、総便益については、基準年（Ｈ２３年）における現在価値を記入。図2

 

国道121号の課題

効果２

 

第３次医療施設への速達性向上、地域連携強化

効果３

 

広域観光を支援
・関東方面からのアクセス時間が短縮されるとともに、走行性・安全性が向上
・来訪者の負担・不安が軽減され、観光客増加による地域活性化に期待
【関東方面より】［白河IC～大内宿

 

６４分

 

→

 

６２分（２分短縮）

みなみあいづ

 

しもごう

 

たかしま

 

しおのう

乗用車類 小型貨物 普通貨物

約5,500台/日 約1,300台/日 約2,600台/日

■落石発生■落石発生■渋滞多発箇所■渋滞多発箇所

・南会津地域から３次医療施設（会津若松市）までの搬送時間を短縮するととも

 
に、60分圏が拡大

・現道区間の線形不良区間が回避することにより、時間短縮が図られ、生活圏

 
内（南会津町～会津若松市）の円滑な連携が強化
南会津地域３次医療施設60分カバー人口率

 

25％

 

→

 

38％（約4400人増加）
南会津町～会津若松市

 

５７

 

分→

 

５５分（２分短縮）

整備前

 

６４分
↓

整備後

 

６２分

白河IC～大内宿
図１

 

事業位置図

図3

 

拠点間の連絡時間・3次医療施設60分カバー圏の変化

整備前

 

２５％
↓

整備後

 

３８％

60分カバー人口率

隘路区間

関東方面より
・大内宿の
観光客の2割

南会津町より

大内宿へ
・観光客116万人/年

会津若松市へ
・生活圏中心都市
・3次医療施設

整備区間

 

約9km

費用対便益の詳細

B/C 1.4

総費用 176億円 総便益 238億円 基準年

事

 

業

 

費：170億円

維持管理費：

 

5 .5億円

走行時間短縮便益：187億円

走行経費減少便益：

 

42億円

交通事故減少便益：

 

9億円
平成23年度

・経済的内部収益率（ＥＩＲＲ）：５．８％

一般国道１２１号（会津縦貫南道路）

 
湯野上バイパスに係る新規事業採択時評価
ゆ の か み



標準横断図
小沼崎バイパス 湯野上バイパス

橋梁
343m

トンネル
681m

橋梁
116m

トンネル
2,582m

橋梁
29m

トンネル
1,544m

橋梁
230m

トンネル
465m

橋梁
50m

橋梁
76m

橋梁L=343m 橋梁L=116m

トンネルL=681m トンネルL=2,582m

橋梁L=29m

トンネルL=1,544m

橋梁L=230m

トンネルL=465m

橋梁L=50m 橋梁L=76m

H42：2,100台/日
H17：9,560台/日

H42：9,400台/日

計画縦断図トンネル部

土工部

一般国道１２１号（会津縦貫南道路）

 
湯野上バイパスに係る新規事業採択時評価
ゆ の か み



福島県南会津地域における計画段階評価

１．南会津地域の課題

①南会津地域における緊急輸送道路の確保
②第３次医療施設への速達性向上、地域連携強化
③広域観光の支援

３．政策目標

２．原因分析

○緊急輸送道路だが、通行規制区間（約

 
0.5km)、防災点検要対策箇所（4箇所）が

 
存在（図６）

①災害発生時の脆弱性

○南会津地域に救命救急を担う第3

 
次救急医療施設がなく、60分で到

 
達できない地域が広く存在（図２）

（南会津地域人口の約８割（２.５万

 
人）が圏域外）

○また、南会津地域は、会津地域に

 
大きく依存し、管外搬送率47.0％

 
（図３）

②救急医療施設へのアクセス

③著しい観光渋滞
○県内有数一の観光地（観光入込客数約116万人/年）である大内宿の

 
主要なアクセスルートとなっているが、観光シーズンに著しい渋滞が発

 
生。観光交流を阻害するとともに、生活交通に支障（図４・図５）

図１

 

落石発生状況

○南会津地域～会津若松市の緊

 
急輸送道路にも関わらず、落石

 
崩壊による特殊通行規制区間、

 
線形不良箇所等が多く（R＜

 
150：16箇所、I＞5％：100ｍ）、緊

 
急物資の輸送に支障（図６）

○近隣に代替性のある道路ネット

 
ワークが存在しない

①道路の防災機能が不十分

○南会津地域と会津若松市を結ぶ

 
高速ネットワークが未整備のため、

 
速達性の確保が困難（図７）

②高速ネットワークが未整備

○国道121号は、南会津地域と会津若松を連絡し、日常的な交通を支

 
える幹線道路として機能

○大内宿等に向かう観光交通と日常的な交通が混在するため、渋滞

 
が悪化

③観光交通と日常交通の混在

図４

 

観光シーズンの渋滞状況

図２

 

３次医療施設６０分カバー圏（H22）

資料：H22道路交通センサス

図３

 

管外搬送率

南会津 会津若松

管外搬送率 47.0％ 3.2％

図７

 

福島県の高規格道路網

図５

 

大内宿の渋滞状況（Ｈ２１．５）

60分圏外人口８割
（２.５万人）

南会津地域
高速ネットワー

 
ク空白地帯

南会津地域

【参考①】

大内宿

渋滞長
7.5km

渋滞長
12.4km

湯野上バイパス

観光入込客数：
約116万人/年(H21)

図６

 

国道１２１号の道路構造

湯野上バイパス



福島県南会津地域における計画段階評価

４．対策案の検討

対応方針（案）：

 

案①による対策が妥当
【計画概要】
・路線名：一般国道１２１号
・区間：福島県下郷町大字高陦～福島県下郷町大字塩生地内
・概略延長：８．３km
・標準車線数：２車線
・設計速度：８０km/h
・概ねのルート：図８案①の通り

案①②

 

標準断面図

新設道路

（参考）当該事業の経緯等

経緯
・H10 地域高規格道路の計画路線の指定を受ける
・H19 整備区間に指定（下郷町小沼崎～塩生間約9ｋｍ）
・H19 国道改築事業（地域高規格道路）として事業着手

 

（事業主体：福島県）

地域の要望等
・H23年6月

 

会津縦貫南道路整備促進期成同盟会より国土交通大臣宛てに「整備区間につい

て国直轄権限代行事業による事業採択の要望
・H23年7月

 

福島県知事より国道121号の直轄指定区間編入による会津縦貫道路の早期整備

の要望

評価軸 【案①】別線整備①（8.3㎞） 【案②】別線整備②（7.9㎞）

隘路の解消

○

交通規制区間、隘路区間が解消され、災害・冬期への不安の解消

◯

交通規制区間、隘路区間が解消され、災害・冬期への不安の解消

特殊通行規制区間

 

【現況】約0.5ｋｍ

 

→

 

【整備後】解消
縦断勾配5％超区間

 

【現況】100ｍ

 

→

 

【整備後】解消
曲線半径150ｍ未満区間

 

【現況】16箇所

 

→

 

【整備後】解消

特殊通行規制区間

 

【現況】約0.5ｋｍ

 

→

 

【整備後】解消
縦断勾配5％超区間

 

【現況】100ｍ

 

→

 

【整備後】解消
曲線半径150ｍ未満区間

 

【現況】16箇所

 

→

 

【整備後】解消

地域連携・
救急医療

○

南会津地域から高次医療施設までのアクセス改善

◯

南会津地域から高次医療施設までのアクセス改善

３次医療施設60分カバー人口率［南会津地域］
【現況】

 

25％

 

→

 

【整備後】

 

38％（約4,400人増加）（２分短縮）
３次医療施設60分カバー人口率［南会津地域］

【現況】

 

25％

 

→

 

【整備後】

 

38％（約4,400人増加）（２分短縮）

広域観光
の支援 ○

観光交通と生活交通が分離可能。関東方面からの所要時間が短縮される
◯

観光交通と生活交通が分離可能。関東方面からの所要時間が短縮される

所要時間［白河IC～大内宿］

 

【現況】

 

６４分→【整備後】

 

６２分（２分短縮） 所要時間［白河IC～大内宿］

 

【現況】

 

６４分

 

→【整備後】６２分（２分短縮）

経済性 約２４０億円 約２９０億円

総合評価 ○ △

図８

 

対策案検討

案①②
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